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外国にルーツをもっ子どものアイデンテイティ形成に
寄与する母語教育
一公立小学校における取り組みを中心とした実証的研究一
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概要:今日、外国にルーツをもっ子どものアイデンティティ形成に母語教育が役立つ
との声が高まっている。本稿の研究目的は、公立小学校における母語教育が、外国にノレ
ーツをもっ子どものアイデンティティ形成に寄与するこ とを実証的に明らかにするこ
とである。筆者は、ノレーツをもっ子どもが小学校期に抱える教育課題として「適応j、
「言語J、「学力jの3つに着目 し、八尾市立志紀小学校における国際学級での母語教育
の授業観察を通して、カリキュラム内で、の母語教育がルーツをもっ子どものアイデンテ
ィティ形成にどのように機能しているのかについて考察した。
キーワード:母語教育、 アイデンティティ、多文化教育、カリキュラム
はじめに
近年、 「ニューカマーJ(1)と呼ばれる滞日
外国人の増加が著しい。このようなニュー
カマーに同伴される学齢期の子ども(2)の数
は年々増えており、文部科学省の報告によ
ると、 平成 19年度における 日本語指導が
必要な外国人児童生徒の数は 25，411人に
のぼっている(3)。
外国にノレーツをもっ児童生徒に関する教
育問題は、 1990年前後に義務教育段階で顕
在化し、次いで日本語教育や学校適応の課
題が浮上した。それから約20年が経過し、
日本語教育や学校適応に関する取り組みに
はある程度の効果が見られるようになって
きている。そうしたなか、近年においては
-19-
アイデンティティと母語の関係性に着目し
た研究が見られるようになった。福罵
(2005)では、「自己過程サイ クノレJの視
点から、学校における中国帰国生のアイデ
ンティティ形成過程に大きな影響を与える
ものとして言語に着目しているは)。しかし
ながら、この福鳥論文を含め、外国にノレー
ツをもっ子どものアイデンティティ形成と
母語教育の関係を実証的に明らかにした研
究は少ない。
そこで本稿においては、公立小学校にお
ける母語教育が、外国にノレーツをもっ子ど
ものアイデンティティ形成に寄与すること
を、大阪府八尾市立志紀小学校で、の授業観
察をもとに明らかにする。
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考えられている(7)。したがって、「不就学j
の問題はルーツをもっ子どものアイデンテ
ィティ形成を阻害することになるのである。
第 2に、「適応Jについてである。「適応J
という教育課題は、端的には、外国にノレー
ツをもっ子どもが「日本の学校にうまくな
じんでいけるのかという問題J(紛である。
母国での生活経験の有無に関わらず、ノレー
ツをもっ子どもが日本の学校文化に適応し
ていく過程においては、少なからず問題が
付きまとうのである。このような日本の学
校に「適応Jできているかいなし、かという
状態は、友人関係の構築にも影響を及ぼす。
第 3の教育課題は、「言語jの問題であ
る。外国にノレーツをもっ子どもたちにとっ
ては、カミ ンズらが指摘するように、 BICS
(生活言語)の習得は容易で、あっても、
CALP (学習言語)を獲得することは極め
て困難であるため、学習困難に陥ることが
多い。
第4の教育課題は「学力Jの問題である。
イギリスでは 各学校で、エスニックグルー
プごとの学カ水準の測定を行うことが義務
づけられているが、日本ではまだそのよう
な制度は整っていない。それどころか、集
団としてのノいーツをもっ子どもたちの学力
を測定すること自体が意味をなさない、と
いう常識が学校現場において幅を利かせて
いるのが現状である。その結果、児童期の
発達課題の 1つである認知的発達を乗り越
えられずに、アイデンティティ形成が難し
くなるのである。
最後に、「進路Jの問題について述べる。
「進路Jの問題は、小学校や中学校におけ
る子どもたちの学力形成が彼/彼女らの進
学や就職に影響する。さらに進路の問題に
はミ①外国にルーツをもっというノ、ンデ、イ
を乗り越えて希望する進路を実現したとい
うロールモデルが身近にいない(少ない)
こと、②両親が日本の教育システムについ
?
1 .外国にルーツをもっ子どものアイ
デンテイティ形成の困難さ
エリ クソンは「アイデンティティJを、
自分を自分たらしめている自我の性質であ
り、他者の中で自己が独自の存在であるこ
とを認めると同時に、過去から現在にわた
って連続した一貫性をもち、なおかつ社会
のなかで主体的に機能している自分らしさ
の感覚を示すものとしている。だが、 彼の
いうアイデンティティ概念をそのまま外国
にルーツをもっ子どものケースに当てはめ
ることはできない。エリクソンのアイデン
ティティ論は青年期に照準を合わせたもの
であるし、文化の異なる 2つの国の聞に介
在することに起因する問題を抱える子ども
たちは、ルーツをもたない子どもよりも乗
り越えることが難しい発達課題を抱えてい
るからである。
志水は、 ノレーツをもっ子どもが抱える教
育課題として「不就学J、「適応J、「言語J、
「学力J、「進路J、「アイデンティテイjの
6つを挙げている(必。その中でも特に「ア
イデンティテイjは他の5つのトピック全
体に係る「集約点としての性格を有する、
とりわけ重要なものJ(5)として捉えられて
いる。このことから「不就学J、「適応j、「言
語j、「学力J、「進路」の教育課題は「アイ
デンティテイJの課題につながると考えら
れる。
第 1に、「不就学jについてである。不
就学とは「義務教育の年齢に達しながら、
学ぶ機会そのものを欠いている状態Jωを
指すが、主として、①本人の学習意欲の欠
如、②両親が帰国か定住かの方針を固めな
いことによる学習困難、③いじめなどの人
間関係に対する悩みや不安、④学校の受け
入れ態勢の不備による日本の学校文化・制
度への不適応、⑤制度的・構造的にルーツ
をもっ子どもを不就学に追い込む日本の閉
鎖的システム、といった問題に起因すると
、
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て十分に理解していft.いため進路選択を子
ども自身が行わなくてはならないこと、③
外国人差別への不安感から、 進学先や就職
先を積極的に決断できないこと、④母国へ
帰国するかこのまま日本に定住するかが決
まらないため将来設計がしにくいという こ
と、⑤渡日の時期が遅ければ遅いほど日本
語の習得や学力形成が困難になる(9)、とい
った問題も重なる。その結果、認知的発達
を達成する機会を持てず、アイデンティテ
ィ形成が困難になるのである。
本論文では、志水が提示する以上の 6つ
の教育課題のうち、「適応Jr言語Jr学力J
「アイデンティテイJをもとに母語教育実
践を分析する。
2.大阪府八尾市立志紀小学校におけ
る母
語教育実践
志紀小の実践を扱う理由として、以下の
3点を挙げることができる。
第 1に、志紀小には 1984年以来、外国に
ノレーツをもっ児童の在籍数が増え続けてい
ることである。第 2に、2000・2001年度
に文部科学省による「外国人子女教育受入
推進地域Jの指定を受け、志紀小を含む近
隣5校(10)と八尾市教育委員会と共に実践を
行ったことである(11)。第3に、母語教育を
カリキュラム内で、行-っていることである。
(1)志紀小学校の概要
志紀小は、児童数 1.200名を超える八尾
市ーの大規模校である。また様々な国にル
ーツをもっ人々が年々増加していく傾向に
ある市の影響を受け、同校にも外国にノレー
ツをもっ児童が多く在籍している。 2008
年度においては志紀小には外国にルーツを
もっ児童が多く在籍しているが、ルーツ国
はベトナムや中園、タイ、フィリピンなど
様々である。38名のうち 25名が外国籍で
あり、残りの 13名が日本籍を取得してい
る。 国際学級の在籍情報は表 lのとおり
である。
表 1 志紀小国際学級の在籍状況 (2008年 11月 18日現在)
国籍・ルーツ 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計
ベトナム 7 1 3 1 3 16 
ベトナム(広東) 。 l 。 。 1 。 2 
中国 2 2 1 2 2 2 11 
タイ 。 。 1 l 4 
フィリピン 。 l 。 1 l 4 
インドネシア 。 。 1 。 。 。 1 
(備考 :大阪弁護士会「子どもの権利委員会j外国人の子どもの権利部会研修会、日本語 ・多数在籍校児童生徒支
援加配配置校担当者特別研修会 資料をもとに筆者作成)
(2)母語教育実施への経緯とその理念
志紀小にニューカマーの児童が初めて在
籍したのは、1984年のことであり、それ以
降、年々ルーツをもっ児童の在籍者数が増
えていった。八尾市は、外国にルーツをも
. -21-
つ児童生徒が増加している学校現場の実情
に対応すべく 1986年に中国 ・ベトナム人
児童への日本語指導を開始し、 1990年に八
尾市在日外国人教育基本指針を打ち出すこ
ととなった。そして、1993年から志紀小に
a 
?? ?
??
?
，、，?
?
?
? ? ?
?
?
?， ? 、
?
，
?
?
??
?、
?
?
?
???
?
?
ー
?
?
?
?
?? ?
? ?
??
，
??
?
?
，??????
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
、 ?
??
?
??
?
?
? ? ，
?
?? 」?、。
•
. 
?
ー
? 、
?
， ?
?
• 、
第"35号 (2009年)教育学論集?• • • • • 
， 
'‘ 
同"
， 
'.'・司，..
S 
-
-
， 
. 
" 
学カ補充指導だけで終わるならば、日本人
への同化を促進させ、自尊感情がもてない
という悪影響を断ち切ることができないと
考えた。このようにして、子どもたちのア
イデンティティを保持するスモールステッ
プとして「母語で日本語を指導するJ、「日
本語と同様に母語も大切にするj ことを目
指した母語教育が試みられるようになった
のである。2008年度からは国際学級の仕事
をY教諭の後任で、あるW教諭が引き継いで
いる。 W教諭は昨年度までY教諭と共に志
紀小に勤務していた教諭であり、「この人ゃっ
たら(国際学級を)ちゃんと引き継いでくれ
ると思ってた先生J1であると、 Y教諭からの
信頼も厚い。
(3)アイデンテイティ形成の寄与事例
志紀小では、表2に示した時間割りに従
い、原学級からの抽出授業という形式で母
語教育を行っている。筆者は、 2007年 12
月6日から 2008年 12月9日の問、国際学
級において週 1日の頻度で中国語の母語教
育の授業観察を行った。ここでは、その授
業観察を通じて、母語教育が学習者である
中国ルーツの子どもたちのアイデンティテ
ィ形成に寄与していることを検討する。な
お、その検討の手助けとしてW教諭、 Y教
諭、 Z講師(16)に対し、各教諭 1回ずつのイ
ンタビ、ユーを行った。
志紀小の国際学級は、現在、 W教諭と嘱
託教員であるX教諭の2名で運営されてい
る。母語教育は、原則として国語や総合的
な学習の時間に原学級からの抽出授業とい
う形で行われており間学年や中国語の能
力を考慮、して lコマ 2--4名程度のクラス
が編成されている。
中国語の授業は火曜:日と木曜日に行われ
1 2008年l1At7日に行ったY教諭へのインタビュ
よーり。
日本語加配教員が配置され、校内に現在の
国際学級の前身である「日本語教室jが設
宣される運びとなったので、ある(12)。
1994年度の日本語教室の総括にf母語の
喪失Jが指摘されているが、 6年が経過し
た 20'00年度の総括においても、その問題
は存続していた。そのような状況下で¥志
紀小では2001年度にY教諭を「日本語担
当J教員として迎えた(ω。Y教諭はそれま
で一度も外国にルーツをもっ児童への支援
に携わった経験がなかったが、自らが志紀
小で、日本語指導を重ねていく中で¥y教諭
自身も日本語教室の総括において指摘され
ていた母語保障の重要性に気づく。その結
果、志紀小の日本語教室では 2003年度よ
りベトナム・中国の母語保持・伸張の指導
を開始し、次年度にはタイ語の母語保持・
伸張の指導が行われるようになったので、あ
る。
志紀小に通う外国にノレーツのある子ども
の特徴は、家庭で母語を使用していること
である。しかし、 2つの言語環境をもっ子
どもたちは、 2っとも得意になるのではな
く、どちらも不得意な状態に陥ることが多
いという。それは、日本で母語を指導され
る機会をもたないまま、「日本語のカだけが
幅をき.かす社会J(11)で生活するため、母語
力が停滞してしまうからである。日本語と
母語のどちらも不得意な状況に陥ると、例
えば学校では、教師や友達とのコミュニケ
ーションが取れなくなり、学校生活に楽し
さを見出せなくなったり、勉強についてい
けなくなったりする。また家庭においても
親子の会話が成立しなくなり、 親子関係が
崩壊することにもつながっていく。そして、
日本で日本語力を身に付けた子どもと、日
本語力が極端に低い親との間で、「親子の逆
転現象jが起こるのであるω。
Y教諭は二言語環境にある子どもたちの
ための教育支援が、日本語〈初期)指導や
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表2 国際学級時間割り (2008年度)
月 火 水 木 金
l 中国語 (1・2年生) 中国語 (1・2年生) タガログ語
2 中国語 (6年生) 中国語 (3・4年生)
3 中国語 (5年生) タガログ語
4 ベ トナム語 (1年生)
5 ベトナム詰 (2--6年生) タイ話 (2人)
6 中国語 (シャオロンクラブ) タイ語 (1人)
放課後 中国語 (シャオロンクラブ) タイ語 (1人)
(備考 .w教諭より提供された時間割りをもとに筆者作成)
るが、筆者が 2008年度に観察したのは、
火曜日の 1'""3時間自の授業である(18)。火
曜日は 1時間目が 1年生(Aくん、Bさん)・
2年生 (Cくん、 Dさん)、 2時間目が6年
生 (Jさん、 Kさん)、 3時間目が 5年生(日
さん、 Iさん)というクラス編成になって
し、る(表3)。
表3 中国語の授業に参加する児童 (2008年度)
学年 出生国 国籍 j度目時期 j度目理由
~ A (男 ) 1 日本 日本 一 一
S(女) 1 中国 日本 一 一
c (男) 2 日本 日本 一 父親は日本人。
母親は中国からの留学生。
D (女) 2 日本 日本 一 一
E(男) 3 中国 中国 小 1 両親の仕事
F (男) 4 中国 中国 小 1 中国残留孤児子孫
G(男) 4 日本 日本 一 一
H (女) 5 日本 日本 一 中国残留孤児子孫
1 (女) 5 日本 日本 一 中国残留孤児子孫
J (女) 6 中国 中国 小3 中国残留孤児子孫
K(女) 6 中国 中国 小3 一
(備考:観察を通 じて得られた情報をもとに筆者作成)
(4)検討事例 を取り上げる。そして、次項において母語
ここでは、筆者が授業観察および教諭へ 教育を通じた彼/彼女らの変化について考
のインタビューから得られた母語教育を受 察してし、く。
ける前の、 6名の児童の事例 (5つの事例)
-23-
4 
:可
. 
. 
. . . .' ， 
. 
‘ 
. 
ー 、
2 
.・'・
. 
'‘ 
. 
第35号 (2009年)教育学論集
~ 
A 
" . 
. 
句. 
• 
いピンインや簡体字について学ばなければ
ならない。そのため、 Dさんは中国語の母
語指導で初めて出合うピンインや四声に混
乱し、泣き出すこともあったという。
|Hさんの事例|
Y教諭は筆者が実施したインタビューに
おいて、火曜日 3時間自の中国語の授業に
参加する Hさんについて、次のように振り
返っているω。
民くんの事例
火曜日 1時間目の授業に参加する 1年生
のAくんは、入学当初、中国語そのものを
拒否している様子が見受けられた。 Z講師
が中国語で話しかけたり、発問したりして
も、黙ってしまったり、日本語で応えたり
するということが多々あった。 W 教諭は、
入学当初のAくんの様子を次のように振り
返っている(19)。
H は、幼稚園のときにお母さんに中国
語しゃべらんといてって言ってるんで
すよ。そしたらお母さんすごくショッ
クで・
4月の家庭訪問の時にお母さんにお話
を聞いた時に、 CAくんが)中国語をし
ゃべろうとしないというふうに聞いて
たんですよ。どっちかというと、主乏
している感じに近いというような感じ
でお話をうかがっていて・
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， Hさんは、小学校入学前の段階で、母親
が人前で中国語を話すとし、う行為に対して
嫌悪感を抱いていた。親子をつなぐ母語を
子どもが否定的に捉えるということは、そ
れを話す親を否定的に見るのと同じことで
あると考えられる。
Lくんの事例|
Y教諭は、志紀小で、母語教育を受け、現
在では中学3年生となっている Lくん (H
さんの兄)について、次のように語ってい
る(21)0Lくんは、志紀小で母語教育を開始
した当初の児童である。
W教諭の語りからは、 Aくんは国際学級
での中国語の学習だけでなく、家庭で両親
が話す中国語に対しでも否定的は態度を見
せていたことが分かる。
また、 Aくんはひらがなの習得も遅く、
国際学級でのピンイ ンを書く練習に際して
も、 W教諭の助けを借りないと 1人では十
分に書くことができない時期があった。こ
れは、入学したばかりで学校生活に十分に
適応できていない状況で、原学級での教科
学習に加え、国際学級で中国語を学習しな
ければならないことへの戸惑し、から生じた
問題であると考えられる。
. 
あの子 CLくん)に一番最初に日本語
教室で中国語を勉強するでーって言っ
たら、母語教育のノートの名前消して
(日本語教室を)出て行ったんてやすね。
ほんでD先生がものすごいびっくりし
てね、あんな行動した子初めて見るわ
って。
Y教諭が語るLくんの行動からは、中国
に/-レーツがあると自覚していながらも、小
-24--
Pさんの事例
Aくんと同じ 1時間自のクラスに参加す
る2年生のDさんは活発でおしゃべりが好
きな児童である。Dさんは1年生の頃(2007
年度)、中国語を嫌がらないまでも、授業に
集中できない時期があった。国際学級で学
ぶ中国語は、普段、家庭で使用する話し言
葉の中国語とは違う。日本語には存在しな
， 
外国にルーツをもっ子どものアイデンティティ形成に寄与する母語教育
学校において原学級を抜けて中国語を学ば
なければならないことに対して、動揺して
いる Lくんの気持ちが読み取れる。
りさん.Kさんの事例|
2時間自のクラスに参加する Jさんと K
さんは、共に小学校低学年を中国で、過ごし
てから渡目してきたため、他の児童に比べ
て中国語の能力は高い。その主な授業内容
は、 Z講師が読み上げる中国語のディクテ
ーション(日斤写:ティ ン、ンエ)や、その中
国語を和訳すること、そして日本で実施さ
れている中国語検定2級ω )の問題を解くこ
となどである。中国語のデ、イ クテーション
や和訳の学習に際し、 Jさんと Kさんはそ
の学習専用のノートを用意している。それ
は、ノートのページを真ん中に線をヲ|し¥て
2分割し、左側に聞き取った中国語の文章、
右側に和訳した文章を記すというものであ
る。そのノー トを自宅に持ち帰り、 自主的
に中国語と日本語を何回も書いて覚える作
業をしてくることもある。
D講師はこうした学習を通して、彼女ら
の中国語の能力を高めるとともに、日本語
での表現方法や語糞を増やすことを目指し
ている。
(5)考察
除 くんの変伺
家庭での親子の会話は中国語であるにも
かかわらず、 志紀小に入学し、慣れない学
校生活を送る中で、Aくんは、中国語とそ
の学習になかなか興味を示そうとしなかっ
た。しかし¥学習を積み重ねていく中で、
Z講師の問し¥かけにも中国語で応えるよう
になり、 同じ中国ノレー ツの児童ともにぎや
かに楽しく学習していけるようになった。
W 教諭は A くんに見られた変化について
次のように諮っている(23)。
(家庭訪問で中国語を拒否し ていると
. -25-
聞いていたので)中国語のこの勉強 (母
語教育) も嫌がるんちがうかなと思っ
てたんです。一学期は実際、ちょっと
嫌ゃなと尽うこところもあったみたい
ですが、 一緒のクラスの Bちゃんもい
ることなので、担任の先生 も(国際学
級に )送り出して くださるし、クラス
の子も r¥. ¥ってらっしゃ ¥.¥J って 言っ
てくれるので、そこはスムーズに母語
指導の方には来れたんやと芝、います。
はじめはね、あんまり、ほんとに言お
うとしませんでした、 中国語を。た、j:
ん耳で聞いてね、お母さ んとかお父さ
んが中国語ゃから、 耳て、間いて分かつ
てるはずなのに、 ロに出そうとあんま
りなかなかしなくて 、 白イ言のなさもあ
ったんやと思うんですけど、でも今ゃ
ったら(中国語の勉強が)分かるよう
にもなってきた し、自イ言はついたかど
うかまではよくなかなか分からないん
ですが、 中国語嫌がってないし、 結構
楽しんでるんちがうかなと思います。
Aくんの周りには、 同じように原学級の
授業を抜けて中国語の母語指導を受けてい
る友達や、国際学級に送り出してくれる担
任の先生や友達がいる。そういった人たち
の存在に加え、志紀小で、は中国語を学ぶこ
とが周囲から「当たり前のことJだと認め
られているということが、 Aくんの中国語
の学習への取り組みを後押ししている。そ
のことが、 Aくんが中国語を肯定的に捉え
るようになり、その結果、中国語を学ぶこ
とが彼のアイデンティティ形成に良い影響
を与えたと考えられる。 このことに関して、
W教諭は次のように語っている(24)。
(W教諭が母語指導の時間の前にクラ
スへA くんを呼ぴに行くと)クラスの
子が r¥.、いなーj とか言うたり するね
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(学習の初期段階では)カードを用意
したりね・・・そういうのもやりまし
たけど、まあ、遊ぴ感覚でそれはそれ
でね、いいんだけども・・・やっぱり、
あの、ほんrとに定着と‘いう意味では、
(カードを用いだ遊び感覚で行う学習
iDさんの変伺
1年生の頃は、持ち前の明るさで元気に
国際学級にやって来てはいたものの、日本
語に存在しないピンインや簡体字を学ばな
ければならない状況に混乱を覚えているよ
うであった。しかしながら、 2年生になっ
てからDさんは中国語のピンインや四声に
ついての理解が深まり、「先生、もう次やっ
てもいい?J というような、中国語の学習
に対する余裕が見られるようになった。こ
のような変化を生んだ一因として、 Dさん
と同じ時間に母語指導を受けているBさん
の影響が考えられる。
BさんはDさんの妹なのであるが、 Bさ
んは中国の保育所に通った経験があるため、
Z講師による中国語での発聞に対して中国
語で応えることができるし他の学習者に
比べて語棄も多い。したがって、 Dさんは
年下のBさんと同じ時間に中国語を学ぶこ
とで「自分もがんばらなければJという思
いを抱き、それが中国語の学習をするのに
良い刺激になったことが考えられる。また
他にも、 1年生で学んだ学習内容が蓄積さ
れ、その学習の成果が「できる」という喜
びゃ自信につながったことで、 l年生時よ
りも生き生きと楽しみながら中国語を学べ
ていると推測できる。
このような Dさんに見られた変化は、 Z
講師の指導方針が反映されていることが分
かる。 Z講師は自らの指導方針について次
のように語っているω
きる。ん。 「僕も中国語習いたLリとか言った
りするので・・・そういうことも、本
人が母語指導受けてるっ ていうのと合
わせて、周りの子がそフい 7ふつに言
ってくれてるっていう ことで、 CAくん
にとっては)すごく良いように作用し
てるんちがうかなと患います。だから
この母語指導の時間があるからやと患
いま す。 だからまた、 日本語の勉強を
しに国際学級に行くっていうわけじゃ
なくて、中国語の勉強をしじっていう
ことだから、その点またそれもいいん
じゃな¥¥かなと思います。
Aくんはまだ低学年であり、教諭の指導
を素直に聞き入れることができる時期であ
る。だが、 W教諭は母語教育の効果を踏ま
え、次のように語っている(25)
以上より、 W教諭は、教師や友達がルー
ツをもっ子どもをどのように見ているかに
よっても、ルーツをもっ子どもの母語教育
への興味の示し方が変わってくると考えて
いることが分かる。
志紀ノトで、の母語指導は、学校全体の共通
理解のもとで実施されており、それがAく
んの「適応Jの問題をクリアし、中国語に
対して興味を抱くことで、中国語での親子
の会話が行われるようになることが推測で
それはやっぱり、 周りの受け止め方や
と思います。自分じゃなくて、周りの
受け止め方がマイナスになってるんや
ったら、きっと本人にもマイナスに影
響するんやと思う。そのマイナスに思
うことに対抗するためにも母語ってい
うのは本人にと っては 良いんじゃない
かなと思います。もちろん親とのコ ミ
ュニケー ションの手段って いうことも
抜かされへんのやと思うねんけどね。
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外国にルーツをもっ子どものアイデンティティ形成に寄与する母語教育
深まっていくのであるとしている。 Y教諭
はアイデンティティと親子関係について、
次のように述べている(27)。
(外国にルーツをもっ子どものア イデ
ンティティとは) 自尊感情、民族的っ
て言わな くてもいいのよね、たとえば
ベトナム難民の人ゃったら・
ナムの国か ら逃げて きた人や か
句、. • .ベトナムの旗に対して、
のアイ デンティティと いうか、 僕はこ
の旗が好きなんですとか - 国から
逃げてきた人ゃから 今のぺトナムの
国のアイデンティティと いうのはない
-国に関係するアイデンテ
-べ ト
自分
わけで・
ィティではなくて、父親母親がベトナ
ム語をしゃべって、ベトナム料理を食
べてて、ベトナム文化をもってて、
あ要するに、親を大切にする っていう
か、親がベトナム人だ、ベトナムの国
の方じゃなくて、ベトナム国民だ、ベ
トナム人だという、命からがらでも生
きてきたベトナム人だということを親
と子どもの関係を大切にしながらちゃ
んと 生き ていく必要がある-
? ?
外国にルーツをもっ子ども、特に日本生
まれの子どもにとっては、生活の拠点はル
ーツ国ではなく日本にある。したがって、
両親が話す言葉に触れ、興味をもつことを
通じて、ルーツ国およびその国で生まれ育
った両親を大切にするよう働きかけること
が重要なのである。つまり、 Y教諭はこの
ようなアイデンティティ形成の発達課題を
乗り越えられる支援を意図的に行ってきた
のである。
lHさんの変叫
先述したように、 H さんは幼稚園の頃、
方法は)継続的にできる勉強じゃない
んですよね。っていうのは、だんだん
そう思ってきて() • • .遊べるっていう
ことは、気持ちよ く勉強できて いると
いう ことだから、興ロ未をもて てるとい
つことだか ら、そういう 道具ではある
けれども、そういうフラ ッシ ュ教材的
にやってるからって、それがじゃあ、
それがちょっとでも積み重ねとした勉
強になるかっていったら、それはキムは
遣 うなって 思 うんですよね。 自信をも
った勉強につながるかつて言ったら、
遣 うと思 うんです。
カードを使用した遊び感覚の学習だけは、
継続的な学習に結びつかないし、自信につ
ながらない。したがって、日本語にはない
ピンインや簡体字を習得する難しさを乗り
越えていくことで、中国語を読み書きでき
るという自信につながるのではないかと思
われる。それが結果的に、中国人であると
いう自分に自信をもつことにつながると考
えられる。
国際学級での母語指導の際に、 Bさんと
Dさんの姉妹は時々、「これ、ママに教えて
もらったやつや。Jとか、「先生、もう これ
知ってるで。Jなどと話してくれたことがあ
る。彼女らの発言からは、 2人が中国語の
学習を国際学級だけではなく家庭において
も行っていることが窺え、親子のコミュニ
ケーションの道具として母語教育が役立う
ていることが確認できる。
Y教諭は、日本の学校で母語を学習する
ことが大切だということを、子どもたちだ
けでなく、彼/彼女らの親にも理解させる
ことも重要であると考えている。 そうする
ことで、 Bさんと Dさんのように、国際学
級の母語教育の時間だけでなく 、家庭にお
いても親が先生となって親子で母語を学習
するようになり、結果と して、-親子の紳が
-27-
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第3.5号 (2009年)
(国際学級を飛び出したこともあった
が)そのあと中国語を勉強することが
大切やってことが分かつてきて、それ
で、どんどん変わってきた 0 ・・・あの
子は(小学校)2年生のときから (母
語教育を)や勺てるんかな。中国語を
やり始めた 3学期には、僕は中国人だ
ーって、 籍は日本人やで。僕は「中国
人であるJって学年の前で中国語の国
際学級のときに体育館の前で言わせて
って。最も変わっていったんて・すよ。
アイデンティティを獲得していったん
ですよ。
教育学論集
人前で中国語を話す母親のことを嫌がった
ことがあった。しかしながら、母語指導を
行っている志紀小に入学し、学校で中国語
を学習することで、徐々に変化が見られる
ようになった。 Hさんについて、 Y教諭は
次のように振り返っている(28)。
(幼稚園の頃は中国語を話す母親を嫌
がってたけれど)之、紀小で中国語教え
てるでしょ。お母さんものすごい喜ん
で。 そういう親とつながって、すごく
喜んでく れることが子どもに伝わるこ
とも すごく大切やし、そういう取り組
みを他の中国人の親にも教えないとい
けなL、し。
f 
. 
既述のように、 LくんはHさんの兄にあ
たる。国際学級で習った歌や詩などを、母
語教育に理解のある祖父に披露し、喜んで
もらえることを 1つの励みとして、中国語
を学習するようになったのだという。
2008年度開催のウリカラゲモイムにお
いては、舞台発表の際に、自分が中国人で
あることを誇りに思い、同じ中国ノレーツの
友達と学校でも中国語で話していると笑顔
で堂々と諮っていた。またLくんは、その
舞台上で、中国人であること、そして人前
で中国語を話すことを少しも恥ずかしいと
は思わないと述べていた。むしろ、中国語
で会話をすることがとても気持ちが良いこ
となのだという。
Lくんのように、多くの観客を自の前に
して、自分が中国人であることを公言する
ことは、非常に勇気がいる。しかしながら
Lくんは、志紀ノトで、受けた母語教育を通し
て、「中国人jという確固たるアイデンティ
ティをもてるようになったと考えられる。
"さん-Kさんの変伺
外国にル}ツをもっ子どもにとって、言
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Hさんの家庭においては、特に祖父が中
国語の母語指導に対して理解を示しており、
国際学級に中国語のテキストを提供したり、
市内の行事へも積極的に参加したりしてい
るとしづ。このような学校と家庭の理解に
よって、 Hさんは徐々に中国語を積極的に
学ぶようになってきた。
Y教諭は母語教育について、自分のルー
ツである国で、生まれ育った親を尊敬し、大
切にすることを通じて、彼/彼女ら自身の
「自分らしさJ(紛や「自尊感情J(3ωという
アイデンティティを形成していく支援と考
える。 Hさんに見られた変化は、まさにY
教諭jの母語教育の教育観を体現していると
いえる。
iLくんの変伺
初めて臼本語教室飢)で中国語の学習を
する旨を聞いたLくんは、突然、ノートに
書いた自分の名前を消して、教室を飛び出
した。しかしながら、 Y教諭やZ講師が心
配するなか、Lくんは少しずつv変化を見せ
でしだ。 Y教諭はLくんの変化について次
のように語っているω ， 
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外国にルーツをもっ子どものアイデンティティ形成に寄与する母語教育
語や文化に依存し、抽象的な思考を要する
国語や社会といった教科の理解は容易で、は
ないと言われている。しかしながら、 Jさ
んと Kさんは、この問題に関する筆者の聞
い対して、次のように応えている。
筆者 :Jちゃんも Kちゃんも、 3年生
のときに日本に来たんよね。そ
のときは日本語全然分からんか
ったと思うけど、今はめっちゃ
うまいやん?中国語をここ (国
際学級)で勉強してて、日本語
覚えた り、勉強した りする時に
(中国語が)邪魔ゃなって思う
ことはなかった?
J:別に一。
K:そんなん思ったことなL、。
上記の会話から分かるように、Jさんも
Kさんも、 日本語を習得してし¥く過程で、
中国語の学習を否定的に捉えたことはなか
ったようだ。むしろ、中国語の学習を無意
識のうちに日本語の習得や教科学習に役立
てていたと見ることができる。それは、 J
さんの「今、めっちゃ社会好きやねん。卑
弥呼とかおもしろい。 J(33)との発言からも
窺える。つまり、この発言は、中国語の指
導を受けていながらも日本の歴史に興味を
示すことができるだ、けの思考力が身につい
ていることを意味するといえる。また彼女
は、国語や家庭科のテストでも 100点を取
ったことがあるという。
これらのことから、小 3時に渡日した J
さんは、もともと持っていた中国語の能力
を、渡日後に母語教育を受けることによっ
て保持・伸長させることができたといえる。
その結果、学習言語も身につき、教科学習
にも興味をもって積極的に取り組めている
という良い効果が現れていることが考えら
れる。
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次の会話は、休み時間に筆者がJさんと
Kさんとで交わした会話の一部である(34)。
J : F (Jさんの弟)が家で変な中国
語使 うねん。 中国人やのに。
筆者 :やっ ぱり 、Jちゃんは日本に住
んでて 日本語も うまいけど、自
分のこと中国人やと思ってる
σ〉つ
J:当たり前ゃん。あたしは中国人や
で。一
筆者:おうち で、 家族 としゃべ るとき
に因ることはある?
K:お姉ちゃんと中国語でしゃべり
たいのに、お姉ちゃんが分から
んっていうとさがある。
J: Kのお姉ちゃんは、中学に行って
日本人の友達とばっかりしゃ べ
ってるからゃん。
上記の会話より、中国語や、それを通じ
て高められた教科学習への興味がJさんの
学習面での自信となり、その結果、自分自
身を中国人であると断言できるまでのアイ
デンティティが形成されていることが考え
られる。
一方、Kさんも同じく社会科(歴史)に
興味があるよ うで、国際学級にある歴史マ
ンガを借りていったことがあった。さらに
上記の会話からは 姉と中国語で話したい
のに、姉がKさんの話す中国語を理解して
くれないことに対して残念に思っているこ
とが読み取れる。そこからは、 Kさん自分
自身が自分は中国人であると確信している
意志が感じられる。
このように、 Jさんと Kさんは、中国語
の学習を通じて日本語の習得や教科学習に
おいても能力を発揮できていることが確認
できる。
しかし、日本で生活する中で母語指導を
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【注】
(1)志水はニェーカマーを、「近年になって
さまざまな理由・経緯のもとに、諸外国か
ら日本にやってくるようになった外国人お
よびその子どもたちJであると定義し、具
体的には、①フィリピンやタイからの、主
として風俗・サービス関係につく女性労働
者をはじめとするベトナム・カンボジア・
ラオスからの「インドシナ難民j、②中国東
北部からの「帰国者j、③欧米諸国からのビ
ジネスマンらを指すとしている(藤田英
典・志水宏吉編『変動社会のなかの教育・
知識・権力一問題としての教育改革・教師・
学校文化ー』新曜社、 2000年、 473頁)。
一方で、「ニューカマー (newcomers) Jの
comerは、自らの意思・希望で渡日した人々
のみを指し 強制的に連行された人々は含
まないことが起こりうるために、「ニュータ
イマー (newtimers) Jと表現する研究者
もいる。しかし、筆者がニューカマーとい
う言葉を使用する場合は、難民としての渡
日を余儀なくされた者、親戚や知人の呼び
込みで渡日した者、外国にノレーツをもっ外
国籍・日本国籍の滞日者すべてを示す用語
として使用する。
(2)本論文では、「外国にノレーツをもっ児童
生徒Jあるいはりレーツをもっ子どもJと
表記する。
(3)文部科学省「日本語指導が必要な外国
人児童生徒の受入れ状況等に関する調査
(平成 19 年度). J 
http://www.mext.2:0.lP/b_ttle.nulhoudoul2 
010'81080'73.01ν00l.htm 最終閲覧 200-9
年 1月7日。
(4)-福腐智 f異文化問教育学におけるアイ
デンティティ研究の位置づけ←『自己過程
サイ，クル論J試論ーJf入文研究JJV04125(高
野繁男教授退職記念号}、神奈川大学人文学
れるのではないだろうヵ、受ける機会がないとミ母語能力は喪失して
して恐れがある。そのためにも志紀小にお
けるカリキュラム内で、の母語教育はよ母語
能力を保持・伸長させること、さらにはそ
れを 1つの要因としてアイデンティティ形
成を促進させるという意味において重要な
取り組みであるといえる。
3.まとめ
本論文における研究目的は、公立小学校
で行われている母語教育が、外国にノレーツ
をもっ子どものアイデンティティ形成に寄
与することを、特に母語教育カリキュラム
に着目しながら実証的に明らかにすること
で、あった。
志紀小は全校児童 1，200名を超える大規
模校でありながら、母語教育をカリキュラ
ム内での取り組みとして位置づけている。
その結果、ノレーツをもっ子ども全員の学習
の機会を保障することができたり、教師や
クラスの友達を含む学校全体の共通理解に
もつながったりするという成果が生まれた。
しかしながら、本研究にはし、くつかの課題
が残る。
志紀ノトで、はタイ語やベトナム語の母語教
育も行われているが、本研究では中国語の
母語教育のみに焦点をあてた。したがって、
今後は他の言語の母語教育を受ける子ども
たちにも、中国語の母語教育を受ける子ど
もたちと同様の効果が見られるかについて
も検討していく必要があるといえる。
我が国の教育現場には、今後ますます外
国にルーツをもっ子どもが在籍することが
予想されており、彼/彼女らへの支援方法
を生み出すことが喫緊の課題となるであろ
う。したがって、その支援が「イベント的
行事で、終わってしまうか、教師の個人的な
取り組みで、終わってしまうJ，(35)ことのない
ように、カリキュラム内での母語教育支援
が可能な体制づくりに努めることが求めら
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外国にルーツをもっ子どものアイデンティティ形成に寄与する母語教育
会、 2005年。
(5)志水宏吉編著『高校を生きるニューカマ
ー 大阪府立高校にみる教育支援』明石書
底、 2008 年、 17~23 頁。
(6)志水、前掲書、 2008年、 22頁。
(7)佐久間孝正『外国人の子どもの不就学
一異文化に関かれた教育とは-~勤草出版、
2006年、61頁。
(紛佐久間、前掲書、 74~77 頁。
(9)志水、前掲書、2008年、 19頁。
(10)向上、20頁。
(11)八尾市立高美小学校、同市立高美南小
学校、同市立高美中学校、岡市立志紀中学
校、志紀小学校。
(12)外国人子女教育受入推進地域連絡協
議会「平成 12年・ 13年度文部科学省指定
外国人子女教育受入推進地域 研究紀要
ベトナム人児童生徒の教育と進路を保障し、
共に生きる集団を育成するJ、6頁。
(13)平成 19年度より「国際学級Jとしづ
名前に改められた。
(14)当時は、 Y教諭 1人でノレーツをもっ子
ども約 40人を受け持っていたという。
(15)森迫龍一「日本語教室で、ノレーツ語の
保持・伸長をも図ろうーノレーツ語やアイデ
ンティティの喪失をくい止められなかった
反省として-Jr部落解放J解放出版社、
589号、 2007年 11月、 22頁。
(16)同上
(17)中国語の母語指導にあたっている日
本人講師。八尾市から派遣されている。
(18)実際に中国語の授業を行うのは八尾
市から派遣されたZ講師である。母語教育
(抽出授業)を正規の授業に読み替えるに
は、教員免許を有しないZ講師の授業にW
教諭が入り込み、'IT形式の授業を展開す
ることが必要になる。
(19) 2007年 12月 6日--3月 13日は主と
して木曜日の授業を観察した。
(20) 2008年 11月 11日に行ったW教諭へ
.-31-
のインタビ、ューより。
(21) 2008年 11月11日に行ったY教諭へ
のインタビューよ り。
(22)向上
(23) 2級は、実務能力の基礎づくり完成の
保証複文を含むやや高度の中国語の文章を
読み、 3級程度の文章を書くことができ、
さらには日常的な話題での会話が行えるレ
ベルである。
(24) W教諭へのイ ンタビ、ュー より。
(25)向上
(26)向上
(27) 2008年 12月9日に行ったZ講師への
インタビューより。
(28) W教諭へのインタビューより。
(29) Y教諭へのインタビューより。
(30)同上
(31)向上
(32) Lくんの在校中は、国際学級ではなく
「日本語教室j としづ名称であった。
(33) Y教諭jへのインタビ、ューより。
(34) 2007年 5月 13日(火)2時間目。
(35) 2008年 12月9日 (火)2時間自の休
み時間。
(36)清水陸美、児島明編著『外国人生徒の
ためのカリキュラム 学校文化の変革の可
能性を探る』嵯峨野書院、 2006年、 10真。
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